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教授就任にあたって

総合力のある循環器内科をめざして

内科学第一・講座 菊

平成4年8月16日 付 けで初代教授小野寺壮吉先生の後

任として第一内科教室を主宰させて頂くことになりまし

た。これまで小野寺教授が18年 余りに亘り培ってこられ

ました伝統ある第一内科教室を担当させて頂くことを大

変光栄に思いますと同時に、その責任の重さをひしひし

と感 じております。今後は教室の教育、診療、研究にお

ける活動を一層充実させますとともに、更に教室の若い

力を育み新 しい展望を切 り開いてゆきたいと考えており

ます。

私のこれまでの経歴と今後の抱負を簡単に述ぺ、自己

紹介に替えさせて頂きたいと思います。

私は昭和42年 に札幌医大を卒業後、1年 間インターン

を研修 し、昭和43年4月 に故宮原光夫教授が主宰してお

られました札幌医大第二内科に入局致 しました。学生時

代から循環動態、殊に水 ・電解質代謝に興味を持 っており

ましたので、この領域の臨床研究をしたいと考えており

ました。しかし、当時札幌医大はもとより道内にこの分

野の研究をしておられる先生や指導を仰げる先輩がおら

れず独学で勉強せざるを得ませんで した。最初の数年間

はGuytonの 生理学や循環調節因子、全身循環と腎循環

の関係、腎循環 と水 ・電解質代謝 ・酸 ・塩基平衡の関連 、

電解質代謝に影響 を及ぼす神経 ・内分泌性因子の役割な
　

ど基礎的な勉強に専念致 しました。これがその後の診療

における病態生理の思考や臨床研究を行 う上での大きな

糧になったと思っております。

また、恩師の宮原教授は大変臨床に厳 しく、今では考

えられませんが我々若い医師は患者さんの前でよく叱責

されたもので した。私も患者さんを診ることが好 きで、

良き臨床医でありたいと念願 しておりました。そして臨

床の基本であります問診、身体所見を手を抜かずに詳細

に把握すること、これらにレ線写真、心電図、臨床検査

所見を総合し患者さんの病態を理論的に構築、鑑別診断

を正確に行 うことがいかに重要であるかを痛感させられ

ました。尚、当時はもとより、現在でも循環器内科で腎

循環、腎不全、血液透析をはじめとする血液浄化を手が

ける教室は少ないですが、腎循環や体液 ・電解質 ・酸塩基

平衡を知らずして循環管理はできないということを思い知

らされたのもこの頃で した。さらに、臨床のレベルを一

層高めるためには、日常診療に加え、臨床研究を推進 し、

自前の研究実績を疾患の成因、病態解明、診断、治療、

予後判定に還元できるようにすることが不可欠であると

考えてまいりました。そのため、これまでの私の仕事は

池 健次郎

ほとんどが臨床研究によるものです。具体的には、心拍

出量、末梢血管抵抗、循環血漿量、細胞外液量、総交換

性Na量 、血漿イオン化Ca値 、血清Mg値 の測定、腎

Na・K・Ca・Mg・ 尿酸排泄率、さらに近位尿細管のNa

再吸収の指標となる無機燐排泄率の計測。そしてこれら

諸量の調節因子である腎血流量、腎血管抵抗などの腎血

行勤態、レニン・アンジオテンシン・アル ドステロン系、

交感神経系、血小板 α。受容体の測定、腎 ドーパ ミン系、

プロスタグランジンL系 、昇圧及び降圧物値に対する血

管反応性、副甲状腺ホルモン、また、近年注目されてい

ます腎尿細管のNa-Hantiporter,Na,K,ATPase

activatorと してのインスリンおよびインスリン抵抗性

の意義についての研究を手掛けてまいりました。そして

これら諸系の本態性高血圧症、二次性高血圧症、糖尿病

性腎症、妊娠中毒症、腎不全や透析患者における高血圧

症の成因 ・昇圧維持機構に関わる役割や加齢、高血圧病

期、血漿レニン活性のサブグループ、肥満の有無などの

病態形成に寄与する役割について検討してまいりました。

最近は、急性心筋梗塞患者、狭心症患者、長期透析患者、

心不全患者の心機能重症度、血行動態、重症不整脈発現

や突然死とLa・Mg代 謝、交感神経活性、心電図R-R

間隔変動およびそのパワースペクトル分析による副交感

神繰機能、腎 ドーパ ミン活性との関係、重症心不全患者

に対する血液浄化療法の手法を用いた治療にっいての研

究にも歩を進めてまいりました。

今後は教室で既に蓄え、確立 しております循環器、呼

吸器、神経内科領域の臨床や動物実験における実績 を有

機的に連係させ、さらにこれに腎を加え心、肺、脳およ

び腎循環の臨床、研究を ・層充実させ、第一内科学教室

を総合力のある循環器内科に発展させるぺく、一歩一歩

努力を積み重ねてまいりたいと考えております。

また、現在の米国、カナダなどへの海外留学、国立循

環器病センターへの国内留学などをさらに推進 し、若い

教室員の国際的、先端的な研究、診療面での活躍を期し

たいと念願 しております。

今後とも宜 しく御指導、御鞭捷下さいますようお願い

申しHげ ます。
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教授就任にあたって

1期生として開学からの19年間を回想して

平成4年7月16日 付 けをもちまして、保坂明郎初代教

授の後任として、眼科学講座教授に就任致しました。身

に余る重責ではありますが、旭川医科大学のさらなる発

展のため、教室員一同とともに全力を尽くす所存でござ

います。何 とぞよろしくお願い申し上げます。

私は、昭和48年11月 に本学の第1期 生として入学 し、

本学の創設期には学生として、卒業(昭 和54年3月)後

は教官として、本学と共に歩んで参りましたので、この

度、卒業生第1号 の教授に就任できましたことは、誠に

喜びに塩えません。ここに私自身の紹介と、この19年 を

私なりに回想し、将来への展望を述べたいと思います。

昭和48年 、国会において新設医大に関する法案の通過

が遅れ、本学は愛媛、山形両大学医学部と共に11月 とい

う変則的な時期にその産声をあげました。当時、現在の

校舎は神楽岡の地(現 西神楽、旧名を"神 楽岡"と 称 し、

本広報の題名はこれに由来する)に 建設中で、その周辺

は雑草生い茂る曝野でした。我々1期 生は、その数年後

には積雪でつぶれて しまった北門町の仮校舎(旧 旭川教

育大学附属小学校)に 通い、ll月 から翌年3月 までの5

か月間に1年 分の授業を"濃 縮"し て受けました。私は、

研究において重要な"Concentration"を 、 この時身を

もって学んだような気がします。教官、学生、事務職員

が三位一体 となって大学作りに連帯 した、本学のすばら

しい創設期の幕開けが想い出されます。

私は卒業後、保坂前教授の主宰する、当時僅か5名 で

構成されていた眼科学教室に入り、毎日診療に明け暮れ

ておりました。人手不足にもかかわらず、保坂前教授は

実に教育勲心で面倒見(follow-up)が よく、眼科の研究

所では世界一の規模と歴史を誇るBostonに あるHarvard

大学、網模財団のスケペンス教授の ドに私を留学 させて

下さいました。この留学により、私の臨床⊥のテーマ(網

膜剥離、糖尿病網膜症の手術を中心とした治療)と 研究

テーマ(眼 内循環、血液眼内柵の透過性機能)が 決定 し

ました。2年7か 月の留学で得た大きな収穫は、世界一

流の多くの眼科医と友人になれたこと、新 しい研究方法

を学んだこと、研究に対する"Concentration"を 養 い

得たこと、そして英文論文の書き方を学んだことで した。

帰国後も、研究テーマは着々と受け継がれ、今日まで、

同研究所に10名の教室員を留学させております。私自身

も平成元年には7か 月間、r.記 の研究テーマを集大成す

るため、再び同研究所に招聰されました。

最初の留学後、昭和60年 釧路赤十字病院眼科に勤務 し

た後は、昭和61年 より眼科講師、同63年 助教授として、

本学での教育、診療、研究に従事 して参りました。

私の臨床医としての専門は、網模、硝子体疾患の手術、

眼科学講座 吉 田 晃 敏

特に手術顕微鏡を用いたmicrosurgeryで す。眼球はそ

の前後長が僅か24mm前 後の小器官ですが、血管系及び神

経系の構築は実に巧妙です。しかし、網膜が剥離します

と失明します し、最近増加している糖尿病による網膜症

が悪化 しても失明 します。これらに対して、硝子体(し

ょうしたい)手 術と呼ばれるmicrosurgeryが 行 われ、

眼球内の90%を 占める硝子体を全部入れ換えます。この

手術は私の最も専門とするところで、道内で最も多い症

例数 を手がけており、Harvard大 学眼科との情報交換を

密に行い、今後も、技術的に最先端を保つよう努力致 し

たいと思います。従って、眼科が特殊外科である以上、

新教室のテーマは、当面は臨床第一と考えており、手術

ができる眼科外科医の育成に全力を傾倒する所存です。

私がHarvard大 学眼科に留学時代、同施設の桁外れに

多い症例数に圧倒 されました。現在我々の教室は、全道

に20以上の関連病院を持ち、これらの病院を十分に稼動

させ、長年の夢であった多数の臨床データを集積するた

めのデータベース構想を展開 したいと考えております。

一方研究面では、本学の基礎医学講座からの御指導を

賜りながら、Harvard大 学との共同研究を一層深め、今

後も出来るだけ多くの教室員を留学させ、世界に通 じる

研究プロジェクトを展開 したいと考えております。

さらに、私が最も力を傾倒致 したく考えていることは、

眼科教室員のみならず、学生の教育であります。私自身

が保坂前教授、スケペンス教授に手塩に掛けて育てられ

たように、母校の中から、世界に通じる優秀な人材が輩

出されるよう、教育に力を注ぎたいと思います。本学の

学生諸君の中には、才能のある人材がたくさんいると信

じております。その芽が出るか否かは、どのように刺激

が与えられ、どのようにfollow-upさ れ るかにかかっ

ていると思います。

本学は、平成5年11月5日 で、20周 年 を迎えます。今、

基礎臨床棟の屋上に立ち、我母校の周囲を一望すると、

19年前と比べてあまりの変貌に驚嘆します。大学の内部

では、教官スタッフも質 ・量ともに充実 し、優秀な事務

スタッフも揃っています。学生にとっては、諸設備が完

備 し勉学の環境は完壁と言えます。そして、本学の"歴

史"を 示す事実は、私が本学に入学した昭和48年 に出生

した"子 供達"が 、本年第1掌 年の"学 生"と して入学

したことであります。この20年 という母校の節 目に、母

校第1号 の教授として、少 しでも母校のお役に立つこと

が出来ますれば、私の望外の喜びと考えます。以上、今

後四半世紀に渡り眼科学教室を主宰するにあたり、私の

決意を述ぺ、学生、学生御父兄、教職員の皆様の御理解

をお願い申 し上げます。
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教授就任にあたって

旭川医大にもどって感 じたこと

臨床検査医学講座 池

平成4年8月 より臨床検査医学講座を担当することに

なりました。旭川医大に勤務するのは今回が2度 目で、

8年 前までは当大学の第2病 理学講座におりました。そ

の8年 間は札幌の北海道赤十字血液センターで働いてお

りました。そこでの経験は、大学や研究所の生活 しか知

らなかった自分には、大変責重なもので した。輸血用の

血液製剤が病院に配送される過程で、センター職員が献

血者集めに大変な苦労 をし、可能なかぎり副作用の少な

い血液製剤にしようと努力していることがわかるにつれ、

ムダな使用や不適切な使用はできるだけ避けるべきであ

ると感じました。また、医療関係者のなかには、無償で

採血 したものを高い薬価をつけて供給するのは不合理だ

と考えている人がいますが、献血者集めや、安全な血液

製剤づくりにどれだけの費用がかかっているかを勉強 し

てほしいと思います。また、血液センターは独立採算で

経営されていることを申し添えます。

8年 前に比ぺ、大学構内の環境整備 が格段にすすんだ

のが印象的です。一方、建物 はあちこちにいたみが目立

ちはじあていること、物品が増えて、古くなって使用 し

なくなったものが廊下などにあふれ出してきているよう

です。講座あたりのスペースは実際に何人働いていよう

がきっちりきめられており、備品に関しては、使わなく

なっても一定の時間を経ないと処分できないという国立

大学の制度上の影響が出ているように思います。当大学
　

には共同利用の研究施設として機器センターがあり、そ

のスペースと機器を活用できるシステムになっており、

いろいろな研究をやりたい人にとっては、好都合なので

はないかと思います。もちろん機器センターの管理運営

が円滑に行えることが前提ですが、その点、当大学はう

まくやっているなという印象をうけています。民間では、

スペースや備品の管理は、かなり融通のきくものである

ということを体験 してきていますが、本学に復帰 してみ

て、共同利用の研究施設を充実させ、制度上の欠点をカ

バーしようとした、先輩諸氏の御苦労を実感 しておりま

す。

図書館のシステムが大変よくなったのも印象的です。

必要な情報が、時間をかけずに比較的容易に得られるよ

うになったこと、夜遅 くまで開館 していることなど、「お

役所」らしくないサービスであり、職員や学生に大変好

都合なことと思います。

サービスといえば、病院の外来で職員のみなさんが朝

早くからカウンターの外に出て、外来恵者の面倒をみて

いる風景も印象的です。他の病院でも、このようなこと

が行われているかどうか知りませんが、体の具合いの悪

い人をケアすることが病院の重要な役割であることを考

田 久 實

えれば、公私立を問わず、また医療行為に直接タッチす

るしないに関わらず、患者さんには親切であるのが当然

です。国立大学病院イコールお役所というイメージを変

えていく努力がはじまっているのだと思います。一度も

病院を受診したこともなく、入院 したこともない人には

実感は難 しいかもしれません。医学部の学生さんには是

非一度、恵者としての体験 をすることをおすすめします。

ついでに学生さんについては、8年 前と変わらずおと

なしいというのが私の印象です。個人的にはいろいろな

考えを持っている人がいるようですが、それを他人に伝

えようとしない 「さめた」学生さんが多いのではないか

と思います。 「さめて」いるだけでは、管理されるだけ

だろうに。出席日数を計算 して、講義に出てくる学生 さ

んがいると聞きますが、一回の講義の準備 にかなりのエ

ネルギーを割いている側としては、わずかな人数の学生

さん しか真面目に聞いてくれないのはさび しいものです。

もっとも、学生 さんの側には、面白くない講義をきかな

い権利もあるはずで、我々講義する側にも、学生さんに

興味をもって聞いてもらう工夫が必要なのかもしれませ

ん。

最後に臨床検査医学について。実は、臨床検査医学と

はどのような学問か理解 しないまま、当大学に着任 して

しまったのですが、臨床検査医自身が自分のidentity

をみつけるのに苦労 していることが最近分かってきまし

た。臨床検査医学は、医学にかぎらず、かなり広い範囲

の各分野の応用からなりたっているといえますが、学問

としての体系化は、今後の課題であるように思われます。

患者が存在するかぎり、検査データは必要であるが、検

査部を、単なる検査データの製造工場にしてはいけない

と考えます。これらのデータを臨床検査医学的にアレン

ジすることが、とりあえず求められているように思われ

ます。具体的には、データから考えられる病態と、さら

にすすめるべき検査、また、その病態についての論文や

学会穀告があるかなどを情報にして臨床側にもどす努力

をすべきで しょう。一・方では、検査材料のなかから新し

い知見をさがす努力もしなければなりません。例 え

ば当講座で従来から研究対象と してあつかってきた

macroenzymeは 、検査室のなかで発見され、臨床的にも

最近注目されはじめている物質です。多彩な材料が集ま

るのは検査部の利点であり、当事者のアイデアと熱意で、

これを宝の山としたいものです。

一4



新任教官あいさつ

Happy To

..,

1'irstandforemostIwouldIiketothankall

thosepeoplehereinAsahikawawhohavemade

mywifeandIsowelcome,andhavecontributed

somuchtoourfirstimpressionsofthetown

andthec{,H{・ge.Afterahot三mdhumidsummer

workinginYokohama,itwaswithsomerelief

thatImovedhacktoHokkaido.[hadspent

several ,yearslivinKinSapporosoIappreciate

themanypleasantaspectsofthisnorthern

island;beautifulandnaturalscenery,cleanair,

goodfoodandfriendlypeople.

IamoriginallyfromManchester,inthe

northofEngland,andIwenttouniversityin

Birmingham.Ihaveworkedinmanyplacesin

England,andalsoinItalyandSpain.Before

comingto.JapanlwasteachinginEngland,

wheremanyofmystudentswere.Japanese.

LikemanyBritishpeople,Ihadalwaysbeen

interestedinJapan;anotherislandnationwith

al・nghist・ryandstr・}ngtraditi・ns,・nthe

othersideoftheworld.SowhenIdecidedto

workabroadagainJapanwasmyfirstchoice-

andinJapan,IhavelearnttolikeHokkaido

most.

IespeciallylikeHokkaido,andAsahikawain

particular,asIhaveatwo-yearolddaughter

withwhomIenjoyspendinKmuchtimeand

BeInHokkaido

SimonBayley

1

臨

showingherthebeautyofnature;activities

impossihlctodoinYokohama.Inllecemberwe

areexpectingoursecondchild,whichwillkeep

usverybusyd画ngthewinter!

InmyroleasEnglishteacherhereinthe

college,Ihopetocontinuethefineworkof

mypredecessors:toprnvideamotivatingand

stimulatingenvjronmentinwhichtodeveloP

communicationskillsinEnKlish.'Phiswill

requirehardworkfromallinvolved,butnot

withoutenjoymentandsatisfaction.Moreover・,

1hopethatlwillbeabletoassistallthus<・

whuneedhelpwithEnglishandmakeavaluable

contributiontothecollege.

AsIadjusttomynewlifeandresponsibilities

inAsahikawaIanticipateasuccessfuland

enjoyabletimehere.Again,1thankeverybody

fortheirhelpandverypleasantwelcome.

i紹 介
;

1本 年10月 に著f壬 な さ った外 国 人教 師 ベ イ リ・一・rイ モ

1ン ・ニ コ ラス先 生 は 、1958f卜 生 まれで・英国 マ ンチ ェ 入タ

1一 出身 。 バ ー ミンガム 大学 心 理 学科 を 卒業後 、 イ ン ダー

1ナ シ ョナ ル ・ハ ウ スな らび に ス タ ン トン ・スク ー ル にて
　

1英語教師として王立学士院の認定を受け、1986年 に来H

ド 英・群 校の櫛 レ 校長を勤一や一て筋 れました・

「一 「

課 外 活 動 短 信
乗馬クラフk会 結果報告

大会名 第14回 全囚乗馬倶楽部振興協会・

北海道地区乗馬大会

大会日 平成4年8月23・24口

会 場 札幌北犀.乗馬ケラブ

結111部 班馬場馬術競技駈歩班

第1位 金子茂丁,(顧門)

ジムか 一ナB第1位 渡辺智昭(6年)

クラブ対抗巻乗り競技第3位 渡辺智昭(6年)

幡手昭男(4年)

硬庭部

秋の全道学生 シ'二.ス選手権 禅13位 十屋 博

、謡,∴ 、
ドド　 ドモ　 　 ド　トじ　

:1冒海liごll∵」L℃'

(4年 〉

_1'i∴トi∵℃
`M'Lセセセセに セドしイ

,逢'轡'琴'昌
■ £「戸;
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解剖学実習を終えて
第3学 年 長 谷川 公 治

「解 剖 実 習 」 と い うF重葉 は 、/7.dpiか ら禾ムにと って 、1矢

学 部 を 象徴 す る 言葉 で あ り、医 学 部 の実 習 とい えば ま1

解 剖実 習 を思 い 川 すflr.であ ・,た、,実際 に 人体 を解 剖 弓 る

こ とは 、医 学 券'志す我 々 にと って 、 人体 の構 造 と その働

き をLっ か りと理 解 し、吏 に 、生 命 の尊 さと い ・・た 事 に

っ い て考 え るLで も非 常 に市 要で あ り、決 し て避 け て通

る ことの で きな い もの で あ ろ う,、又 、 よ うや く基 礎 医学

を学 び始 め た私 達 に と っc≪.医 学生 で ある こ と を改 め

て 自覚 す る機 会 で もあ った,,

私 が実 際 に解 剖 実 習 に取 り組 ノしで いた3か 月間 の 事 を

今振 りxて み る と 、 ま一」思 い出 すの は 、実 習 の 初Hに

初 めて 解 剖 実 習室 に入 り、御 遺体 と対 面 した時 の こ とで

あ る、,解剖 す る ど ころ か本 物 の 御遺 体 斉 見る事 に 弓 ら若
.「の恐 怖心5抱

いて い た私 に とっ て、 あ の実 習 室 の鉄 の

扉 を開 け るび)は、少 し勇気 の い る事で あ った 。LかL、

黙 傭 を し、 御遺 体 を ヒニ ー ル袋 か ら出 し、作 業 を進 めて

い く うち に、や るか らに は決 して 中途 半端 に は終 わ ら ぜ

ず に、 ここ で学 び とれ る もの は 全て 学 びと っ てや ろ う、

と い う気持 ちが湧 い て 来た の を良 く覚 えて い る。

実 習 は 、思 って い た通 り、 決 して楽 な もの で は な か り

た 。 な に しろ覚 える事 が膨 大 な量で 、 」㌦習 も なか なか 追

いつ か ザ、教 官 の説 明 もdIく 理 解 で き ザに 、ほ とん ど盲

[白勺にf1し て しま・,た事 さえ あ ・・たn)く 、f本力白勺なlfai

で も思 って いた よ りハ ー ドで 、 夕方 遅 くまで か か ・ノて実

習 を糸冬ズ て家 に'luる と 、 も うfufも す る気 に な ら ない程 ヲ皮

れて しま ・)た事 もLば しは あ 一,た,、それで も 、f可と か最

後 まで 一・生懸 命 や り遂 げ る 事がで きた の は 、何 よ り、献

体Lて トさ・,た乃 々と その 御遺 族 へ の 感1券1の気持 ち か ら
一ζ㍉ち
った とN1.Lう。

献 体 とい)そ1為 は 、大 変 尊 い こ とで あ 轍,疲 れ τ途 中
'ζト'充笹「」をす{と【r'II

Iしt二くな る箏 も し1よLlよ 汐)・・オ'カご、 そ(ノ)

た び に、 この 方 々が とん な思 い 存託 して私遠 の 為 に献 体

して ドさ一,たの か考 え ると 、 再 び や る気 が起 きてf9'に

kill一るきr.二よ うに思)、 、

解 剖 学 は 、医 学 の あ らゆ る領 域 にお いて 最 も重 要 な基

礎 と な る学 問 で あ り、 これ を学 ん だ 事 に よ 一,て様 々 な1矢

学 の 分野 に も関心 を深 め る 弔 がで きた ので は ないた ろ う

か。 私 は 、 この様 な機 会 を与 えて トさりた 方々(献 体 し

て ドさ一,たノノ々 は も ち ろん 、担 当σ)教官 や関係 者の み な

(tム 、 そ して 共 に実 習 を した 仲 問達)に 心 か ら感 謝 して

い るuそ して これ か ら も、 この 貴Pな 糸釜馬寅を,忘れ ザに、

立 派 な医 帥 に なれ る様 、努 力 して い きたい,、

一
解剖学実習を終えて

第3学 年 真 鍋 博 美

3年 に進 級Lた4月 に まず 最 初 に思 ・.)たこ と は これ か

ら解 剖実 習 が始 まる とい うこ とで あ㍉ た、,これ まで 医学

部 に 入った もの の あ ま り実感 も わかず た だ漠 然 と 大学 で

の 講 義 を受 けて い た よ う に思 えた 、,やっ と医 学 部 に 入 っ

た の だ な とい う思 い と緊張 感 も あっ たの を今で も覚 えて

い る。

初 め て御遺 体 を 目 に した と き人 の 命 とは一 体 何 なの だ

ろ)と 強 く感 じた 。 お そ ら く数 か 月 まえ まで は私 た ちと

1司様 に生 活 して きた の で あ ろ う?御 遺 体 に は この 方 た

ちの過 ご して きた ・生 が深 く刻 み こ まれ て い た,,ひ と り

ひ とり 異 なる点 も あ った 、,本で 調 べ るだ け で は 八体 の 、ケ1

体 的 構 造 をF面 的 にみ る だ け にす ぎず 、位置 関 係 や形 態

を把 握 す るの は な か なか 難 しい ことで あ った。 実 際 自 分

の 目で 人 の体 の 構 造 を確 かめ た と き、 いか に鮮 明 で あ っ

た こ と か実 習 を行 った 者 だ れ もが感 じた こ とで あろ う、、

た く さん の 知識 を学 び と らな けれ ば な らな い と感 じた し、

llに 入 ・,てきた もの は 今 と な って も焼 きつ いて い るも の

も 多い。

私 た ちは何 気 な く体 を動 か し、呼 吸 を し、栄 養 を得 る

た め 食物 を摂 取 す る。 そ れ らの 行動 ひ とつ ひ とつ は精 巧

にっ く られ た この 体 の すみ ず み にまで 及 ん で い る,,私 た

ちは1μ∫も 考えす∫行 なっ て い る行 為 の中 に、 多様 な構 造 が

密 接 に絡 み 合 って な され てい る こ と を目の 当 た りに し、

大変新 鮮 な驚 きで あ った 、、手 に して も物 をつ か んだ りす

るた め 多くの 筋 肉群 が あ り、 また常 に外 部 の還 境 に さ ら

され て い るた め 皮 膚 が厚 く、熱 さ、寒 さに耐 え られ る よ

うにな って い る など 、解 剖 を進 め て い くう えで感 心 さ ぜ

られ る こ と はた く さん あっ た,,

実 習 を行 った クル ー フの者 た ちと い ろい ろ確 かめuい 、

本 と比較 し、認 識 してい っ た知 識 は、 や は り深 く残 って

い る もの で あ る、、解 剖 実 習 は 共同 作 裳で あ り、 グ ルー プ

内 で の協 力に よ り得 る1勾容 も進 み 興合 も ちが っ て く る,、

+.く'liた りま えの こ とで は あ る が 、協 力 し(物 事 を行 う

こと のUJさ を感 じた 。 協 力dる とい うこ とは これ か ら

の看ムた ち に と ・・て重 要 なご二とて㍉らろ うと思 う∩

今 年 も さら に 客くの 知識 を身 につ け 削 ナれ ば な ら ない

L、 本'「1にeだ まだ ∴れ カ・ら学 ぶ べ きこ とび)ノ∫が 箏い こ

と であ ろ う しか し私 たr,医:,;,r_の 六・め に、献 体 して ド

さ・,たノノ々 の 御厚 意 に深 く感 謝Lた 心 を忘 れ ず に 、'八

前 の医 師 に な るため に努 力 して い きた い と思 一ノてい る、,
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海外 だより
ミネソ タ州 ロチ ェ ス ター よ り

錯 覚

小 池 ムロ 介

薄暗 い中 、目艮を凝 ら して腕 時 計 を 見 る と6時30分 、、そ

ろ そろ起 き なけ れ ば と思 い な が ら寝 返 り を うった日寺、突

然 、今・自分 が 目本 に居 るよ うな錯 覚;、'陥りま した 。 そ れ

はた また ま その 夜 に 見た夢 が故 郷 の小 学校 を舞 台 に して

いた か ら とい うわ けで は あ りよせh.,数U前 、深 夜 に 巾

を運 転 して い たll:tにも、ll本 語 をま ・った く兇 かけ ない町

並み にも かか わ らず 同様 の錯 覚 に陥 ・,たので す。

私 のfi三ん で い る ミネ ソ ダ州 ロチ.「 スター 市 は人 口7万

人弱 の メ イ ヨー ク リニ ック とIBMの 田rで、 ア メ リカ と

は思 えない ほ ど治 安 の 良 い と ころで 凶む 、週 末 には 夜10時

を過 ぎて も スー バ ーマ ー 今 ッ トで子 供 達 の は しゃ ぐ姿 さ

え 見か け ます,,ま た 、町 を ほん の少 し川 る と と うきび畑

と牧場 が広 が り、北 海道 の 風.景と何 ら変 わ る とこ ろ は あ

りま せ』ノL、,だか ら とい っ て 、量近 私 を頻 繁 に お そ うこの

錯 覚 、 こ ち らに 来た 当 初 は起 きな か った の に一体 ど う し

た もので し.kう 。 原 因 は単 な る郷 愁 か らで は な く、 ど う

も別 の と ころ に あ り そ うな気 が します.

仕 事場 で あ るSaintMarysHospitaUよ ダ ウ ンタ ウ

ンか ら少 し離 れた とこ ろ に あ り ます,,メ イヨ ー ク リニ ッ

クの ほ とん どの施.zダ ウ ンタウ ンにあ るた め 、 スタ ッ

フやNt,さ ん た ちは 各施 設 を巡 回 して い る シ ャ トル バ ス

に 乗'.・て 移 動Lま す 。数 か 月前 に ヨ,レダ ンの フセ イ ン国

王 、その 少L前 に レー ガ ン1亡大統 領 が人院 して いた そ う

で す が 、 も ちろノし私 の仕 事 とは 全 く関係 は あ り まth.。

私iよGast[・ucntcrology[initに 所 属 して い ます。 こ こ

で は消 化管 の運 動 機能5中 心 、ヒした 研 究 が盛 ん に行 われ 、

「人1科外科 の 区別 な く各1玉1から研究 者 が集 ま ・・)てきて い ま

1。 私の現 在 の仕 事 は ア ミラーゼ イン ヒビ ター1小 麦 粉

.!:り手由1111され た牛勿留llて阜、糸釜rI手斐'チに よ りi-一.$旨A易季夜lllぴ)

ア ミラー一ゼ活 性{㌢抑1青1比炭 水 化物 の 消 化i吸収 を遅 ら せる

で乍川 を 有 ポる)び)騨1人1外 分 享必機能 に対 す る影響 を臓 器村1

関 の 、k場か ら検 討 す る こ とで'弓-、、実 験 は週2回 、朝7時

30分 頃 か ら準備 を始 め 、午 後4時 頃 まで かか りま す。 そ

の 間 の私 の411rは1頭 の イ ヌだ けで す 。 イズ も英語 しか
ぼ

理解 で きな いの か 、 初 め は"Nu"と 言 わ なけ れ ば静 か に

しなか ・ノた ので す が 、1ケ 月 を過 ぎた 頃 には 「こ ら'っ!」

とiulべば お と な しくな る よ う にな り ま した 、,

私の オ フ ィ スは フ ラ ンス人 、 ア メ リカ 人、 中1刊人の フ

ェロ ー と同 室 にな って い ま す。 あ る時 、 その 中の1人 で

漢 方薬 を使 一・て 消化 管 の運 動 機 能 を検 討 して い る中 国 人

のDanが"目 本人 は なぜ わ ざわ さ高 い費 用 をか けて留 学

Lなiう 才iiゴゴなr,な し、G「)ノ)・、、我 々1よ方笹言隻へぐ'機†戒せ,なく石ナf"

費 も不{'分 で 、論 文 斉川 して も な か なか認 めて も ら え な

い。 日本 は#r2:も あ り 、 ア メ リカ に負 け ない くらし}立派

な施 設 が あ るの に 、,"と 私 に き き よ した,,そ う,ζわれ て

・瞬 口 ご も った の は 英語 が 出米 な いた め もあ りよ した が 、

確 か に少 し考 え させ られ よ した 、,私 はあ くまで 自5}f=fi

に限 れ ば と断 っ'τカ・ら 、 噛'テ'クニ ックの面 で勉 強 に なる

事 は も ちろhあ る け れ ど も、 一番 知 りた い の は ど ち らか

とい えば研 究 の進 め方 、 考 え 方。 例 えば実 験 がf1き 詰 ま

・・た場 合 、競 争の 激 しい ア メリカで 研 究 者は どの よ うに

考 え、 どの よ うにxr処 して い くの か を身 を も ・,て体 験L

た い,,"と 答 えま した 。精 神 面 を強 調 した の1.3少 し 甘か

った か な と後 で思 い まLた 。 た だ 考 えよ うに よ..)て は実

体 が ないだ けに 一番 難Lい 事 か もLれ よせ ん。

来た 当初 は シ ステ ムの違 い に戸 惑 い 、 入 トレ スば か り

がた ま りま した。 こ ち らは と にか く物 が よ く故 障Lま す.

ユン ビユuダ 』 が作 動 ぜず 実 験 室 に 入れ な か った り、ボ

タ ン を押 して も な か なか ラ ンフの っ か な いエ レベ ー タ ー 、

家 で は台 所 の デ ィ スポ ーザ ーが故 障 した り、 トイ レの 水

が流 れ っ ぱ な しに な った り。電 話 をか け れ ばす ぐに修 理

には 来て くれ ま す が、 そ の 人件 費 の 高額 な こ と には驚 か

され よ　凱,シ スTム の違 い は文 化 の違 いで あ り、精 神 の

遠 い で あ る と思 い ます 、、最 近 、 や っと この シxテ ム に慣

れ 、冷 静 さを取 り戻 しっ っ あ り ます が 、 それ にi半)よ)

に私 を お そい は じめ た例 の錯 覚,こ れ は あ る意 味 で は 白

分 自 身 は よ った く変 わ っ てい ない とい う証 拠 か も しれ ま

せ ん,,

と ころ で 、 お そ ら

く目本 で は絶 対 に有

り得 ない と思 い ます

力汽 苦労 して と ・・♪た

運 転 免許 証 、路 ヒ試

験 力・ら6A● 問 糸雛って

や'っと届 い た ら、 載

っ て い る私 のJ真 は

顔 の 右 半分 が カ ノト

されて い ま した,,こ

(ノ)文章 とい っ し上 に

載 る は'ボの スナ ッ ソ

写 真 は果 た して 大 丈

夫 だ ろ うか と ふ と心

配 に な って い ます,,

(内 科 学 第=講 座)

矧 転 ・

・ 撒届 ・鴫

藩
諜
嚢
.翫嚢
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卒業後10年 に思 うこと

H医 師の 自在 さ明解 さ

西 川 喜作 さん の 菩'}「 輝 け 我 が 命の 日 々 よ1〔 新 潮 社)

の なか にH医 師 に関 す る簡潔 で あ るが極 めて 印 象的 な記

載 があ りま 一1、,H医 師 は 「ガ ンに な ・・♪た精 神 科医1で す 、,

病 気 を契機1.'放 射 線 科 へ転 向 して お り、 その 琿 由 と して

「医 師 と して 白 分 が体 験 した こ と を生 か して ガ ン患 者 に

奏f[1ていきた ら、 と思 った び)てる弓'1と 玉杢/くて い ま 弓.、

数 年 前 この 著 書 を読 ん'C'い た時 期 には 、1司じよ うに死

につ いて 酵か れ たu物 を引 き込 まれ るよ うに読hで お り

ま した,、ひ と りひ と りの 死 と向 かい 合 う態 度 は 白熱 して

お り、r想 を越 え て止1由:に書 か れて い る その ノンフ ィク

シ 」ン(T){寺つfiさ を ト全 に受 け⊥ヒめ か ね る感 覚 が あY)よ

した.「 私 で あ った ら ど う しよ う1と い う恐怖 感 が容 易

[.'惹起 され た か らの よ う な気 が します、,

そ うい う心理 状 態 の なか で 、H医 師 に関 一1る記 載 には

虫 々 しい なか で不 思 議 な明 る さも感 し られ 、感動 させ ら

れ ま した。 くなん と い う自 在 さなの だ ろ 洗.な ん とい つ

H月解 さなの だ ろ う》 と、思 い まLた 。 た と えば 、私 自身

が 「なぜ 精 神 科医 なの 」 と問 わ れた と きに これ ほ ど明解

な返 答 は待 ち合 わ ぜてい ない と思 い ま した し、私 の 中 で

何 らかの 変 化 が起 こ った と きに 、異 なる環 境 の中 へ 転向

〔.ようとす る精 神rl勺自在 さは あ るだ ろ うか と自問 した の

で す、)

私 の知 り うる旭 川 医 大 卒業 の医 師 の な かで 、勤 務 先が

変 わ る こ とは あ ・.・て も転科 した とい うこ と ばほ とAと な

い よ うで 弓 し、「粥業aる とい うこ と もまだ 少 な い よ うで

す 。実 際 、 こ れだ け医 療 が 分 業 して い る なか でH医 師 の

」、うに それ まで と異 な る診療 科 へ 転向dる こと は常 識的

に考 えて 比較 的 難 しい こ と の よ うで す、,医師 と 〔.ての 基

本rl勺な こ とは と もか く、新 た に学 ば なけれ ば な ら ない こ

と1ま膨 大 な 鼠に な る と思 わ れ まd、,大 い な る意 欲 と と せ,

に 勇気 も必 要 と され る と思 い ま す、,

き'(、f/,tよ[ひミfillとな ・・)-(10f卜「7目z;rsこ1し『(まし、り よ し

た 、,ごく'卜凡 な学 生 生 沽 で あ った.t:う な気 が しま す し、

医 師 とな 一♪て か らも 平凡 で あ った よ うな気 が しま ザ.そ

の 平 凡 な私 が1る成3年3月 に ク リご ッ クを開 設 しま1.た 「

日 ・卜医 師 会の 発行 一dる新 聞 に おい て も現 存 の 医帥 は勤 ず警

医 志 向 が強 い こと が指 摘 され て お り、開 業医 に な る こと

1よ～去[し'て一'1えノ・L`(ト〔よな しエf7Xきと思 し、よ一d,実1;祭f也不斗Cノ)先輩

医 師 に問 われ た こ とで す が 、 「なぜIHI"r"<1'tifaの」 とい う

質 問 に関 してII医 師 の よ うに明 解 に答 貢 られ な い よ う な

気 がLま す 。H医 師 の よ うに 自 在 にふ る まr一 と い うこ

とで もない よ うな気 が します。

第4期 生 ヒ 泰
(一三1諮申糸羊不斗 ・1人1不斗ク リ ニ ッ クa完 長)

久

闇 業す るの です か ら、開 業 し"Cみ よ うとい う志lll】が無

意 識 の うち に自生1、.てい た とい う こと は間述 いで は な い

と思 い まd、、 しか し、決 して それ だ けて㍉よあ りま・ぴ/し1.,

私(7)場 合 、H医 師 の よ うに日月解 で 白在 な先輩 医 師1がL

ば しば近 く にいて くれ よ した 、、医 学的 な理 解 が深 化 す る

こ と1よ当 然 の こ とで3が 、 その 会 話 にz人 生Lの ・1七唆 に

も富 んで い ると い ・)二と も あ りま す1.そ の よ うな ひと り

の 先輩 医 師 が あ る時 ち ょ・っと した 言 彙で 不意 に私 の胸 を

コ ンコ ン と11μいて くれ た よ うにrah.cいま1,、 コ ンコ ン川1い

て くれた 時 に、私 の無 意 識 の う ら に自生Lて い た志 向 性

が ム クム ケ と意 識 ω うち に しみ 出Lて きた と思 い ます白

い ざ開 裳す る とい うこ と にな る と、開 業す る意 欲 は 当

然 で 一1が、開業 オ る勇 気の よ うな もの が必 要だ とuい よ

した1、 うま くや って い け る とい うf呆言正はf可も ない か らで

す,開 業す るに は予 想以Eに 多 くの作 叢が必 要 で す が 、

私 の場 合、総 じて 大過 なく進 行 で きた よ うに思 え ま一1、,

宮 岸教 授 を始 め とす る精 神 医学 教 宰の 皆様 の 協 力ば か り

か 、他 大 学 出身 の 先輩 医 師 に も無 償 で適 切 な御 助f7や 御

指 導 をい た だ け ま した。 有 り難 い こ とだ と思 え ます。

読 者の 皆 さんの 多 くは後 輩 の学 生 だ と思 い ます 、、優 秀

な学 生 で あ れ ばN11て ト道 を開 いて ゆ く と思 い ます 。私v)

よ うに'ド凡 な学 生 で あ れ ば.・7.ちil:まる こ とか 多い か も1.

れ ま ぜ〆し、ひ ょ一.)として 私 の よ うに 先輩 医 帥 に'Jン コ ン

されて ム クム ク 弓.るか も しれ ま一せん、、ム クム ク 寸る時 何

か脈 があ り そ うで す 、,あなた の進id;道 が 決 ま るか も しれ

まゼ ん。

私 はH医 師の よ うにH月解 で も あ りま ぜん で した1.、ri

在 で もあ り よ ぜん で1.た 、.1現在 、 医師 と し.c人 閥 と して

そ うあ りた い と思 い 、 日 々の臨 床 に従 事Lて お り ます、、

「〆.

/

(住所 旭川市旭町2条6丁 目)

8



卒業後10年 を経て

第4期 生 大 田 人 可

私 た ちの 卒 業 した こ ろ 、loci-Lの 先輩 の 印 象 と い った

ら 「は るか寅 のLの 人」 また 悪 く言 えば 「か な りの お じ

さん」 とい う具 合 い で した,、先 日 、いつ の まに か その お

じ さんた ちに な っ て しま った4期 生 の同 窓 会 で あ る"四

季 会"の 集 まりが あ りま した,,私 自身 は昨 年 まで 都 合 で

欠席 して お り今 年 は しめ て 川 席 しま した,、実 は この 原槁

も その と きに0氏 か ら 「大学 に残 って い る中 か ら ひ と り

nか な くて は いけ な いの で お ま えが 書 く よ うに」 と 言わ

れ た もので す。10月 ド旬 で あ った た め遠 く にい る人 は な

か な か参加 で き ザ、 また学 会 シー ズ ンで も あ るた め に20

名弱 の 参加 で した が 、卒 後10年 を経 た われ わ れ4期 生 の

現 況 を知 る こ とがで きk変 有 意 義 なもの に な りま した,,

大学 に残 り医 局長 ・病 棟 医長 と して活 躍 して い る人 、 カ

ナ ダ留 学 か ら先 円帰 国 した ば か りの 人、 大学 の関連 病 院

に 勤務 中の 人 、医 局 をは なれ外 の病 院 に就職 を決 め た 人 、

n期 の 第1号 で開 裳 した 人 と バ ラ イテ イー に富 ん で お り

4期 生 全 員の縮 図 をみ て い る と もい え ま した、,来年 は遠

くにい る 人 も参加 で き るよ うな時 期 ・方法 を考 え るこ と

と して 散会 しま した,、同期 生 、 しか も 自分 と違 う科 に進

ん だ同期 生 がい か に役 立っ か とい うの はい ろ いろ な時 に

い われ る こ とで す が 、私 も ま った くその通 りだ と思 い ま

す、,(写 貞 は その 時 の もので す。)

さて私 の 卒 後IO年 の経 過 で す7が、教 授 と医 局長 の許 可

を いた だ き 、2年 間 茅 ケ崎 の 徳洲 会病 院 で初 期研 修 を行

い ま した。何 事 も最 初 の印 象 とい)の は大 き な もので こ

の時 の行 動 や 考 え方 か 今 も な お影響 して い る とm・Gいます,,

その 後第 三 内科 の 医 局 に 人 り1年 閻 の 研修 を行 ったの ち

富 良野 協会 病院 で2年 半 を過 ご しま した 。卒 後4-5年

目 とい うの も白分 な りに技 術 やklladが 増 え医 者と して の

生 活 が面 白 く感 じられ ま した 。 その 後 は大 学 の 医局 に戻

り5年 が過 ぎま した,,あ っ と 言 う間 で した がい ろ い ろ な

こ とカごあ り ま した 。

大学 で は 厚門の 病 気 を扱 う こと が 多い(私 σ)場合 は肝

疾 患 、特 に肝 腫 瘍)の でだ い ぶ偏 って い るの が悩 み で す 、、

しか しそれ で も`f門 馬 鹿"と 言 われ る域 には まだ 到達

して は お らず 、"專 門小 馬 鹿,,く らい か と111.p・'!てい ます 、、

卒 業の と きは ・般 内科 医(い わゆるgeneralphysir.ian)

にあ こ がれ て いた私 で ホの で 少 しみ ちが はず れて しまい

ま した、,そこで 最 近 そ の折 衷案 と して 、"専 門小 馬 鹿"

を さ らに"導 門 馬鹿"に す べ く3x力 しつ つ 、 一般 内科 医

願 望 も少 しは残 す べ く、専 門以 外 の雑 誌 も と きど き買 う

(な か なか熟 読 は で きない σ)です が)こ と に して い ます。

また 、病 気 の性 質 卜末期 状 態 の 患 者 さhを み る こと か 多

く、 ホ スピ.スや緩 和 ケ ア に も興 昧 があ ります 。 患 者 さノし

の 具 合い が 悪 くr定 して いた 学 会 ・研 究 会 に出 られ な か

っ た こ とが数 回 あ り、地 方の関 連 病院 の 先輩 か ら 「大学

にい るの に偉 い」 と訳の わ か ら ない お ほめ の 言 葉 を いた

だ いた こ と もあ り ます。 基 礎 に い かず に教 室 内 で学 位 も

取 得 させ て いた だ きま した の で 、 この10年 患 者 さんか ら

離 れて生 活 した こ とが な い とい うの が私 の 自慢 で もあ り

ま す が それ がベ ス トか 否か はわ か りませ ん 。同 僚 の 中 に

は何 年 間 も基 礎 や 海 外留 学 を した の に 、立派 に臨 床 の ≪.

うで も頑張 って い る人 もお り、 よ く 「基礎 に行 くと臨 床

の腕 が落 ち遅 れ るので は ない か?」 と心 配 す る ひ とが あ

ります が 、 要 は その ひ との心 が け次 第 なの だ な あ と感心

して い ます、,後輩 の皆 さん は 、 い ろ い ろ な場 面 で悩 む こ

と が 多い と思 い ます が、 その と きその と き ト分 に悩 み ・

考 え、 そ して その決 めた 道 を しっ か り とす す んで ゆ くの

が い ちば ん よい と思 い ます 。私 自 身 も後 輩 が毎 年 ふ える

ので 、反 而 教 師 に な ら ない よ うに 、口 先 だ けで 行 動 が伴

わ な くな らない よ うに、 謙虚 な気 持…ち を忘 れ な い よ うに

自戒 して い ます 、 来 年 もた く さん 後 輩 が増 え れ ばい い な

あ と願 って い ます。

今 年 入局 した後 輩 か ら 「先生 は10年 も⊥ の先 輩 にみ え

ま せん ね、、」 とい わ れ、 「そ うだ ろ う、 そ うだ ろ う。後

輩 の面 倒 を よ くみ て い る し、 お じ さん く さく な いか らだ

ろ う。 」と よい ほ うに勝 手 に解 釈 しま した が 、 よ く考 え

直 してみ る と10年 先輩 に は10年 先 輩 な りに そ な わ るべ き

風 格 ・貰禄 ・威 厳 な どが あ る もの で 、私 に は そ うい っ た

もの が な いの か も しれ な い と思 い ま した。 しか し、結 局

は そん な もの が あ ろ うが な か ろ うが、 自分 のfl=事 を きち

ん と し、後 輩 の面 倒 をみ 、患 者 さん の お 世話 を これ まで

ど お り続 けれ ば い い じゃ ない か と結 論 しま した,、

(旭 川 医科 大学 内科 学 第 こ講座 〉

巷準騨
s



研 ∴塊 ド塞 継:鴛1,鋤{姻
■ 放射線医学講座 ■ 早坂 和正

放射線医学講座は昭和51年4月 、天羽一夫教授のもと

に開設され、教室の基礎作りが始あられた。附属病院の

開院と同時に診療科 も開設 され、現在では6名 のスタッ

フが大学における研究、教育、診療に従事している。

教室の診療、研究体制は 「画像診断学」、「放射線腫癌

学」、「核医学」の3部 門から構成されている。画像診断

学分野では、天羽教授を中心に脳神経領域を竹井講師、

腹部 ・骨 ・軟部組織等の領域 を早坂講師、腹部超音波を

斉藤助手がそれぞれ担当している。この分野は近年、診

断機器の発達、普及がめざましく、当科でも従来のX線

を用いた単純撮影に加え、CT、MRI、 超音波カラードッ

プラー、血管造影、DSA等 の最新ME機 器 を駆使 して、

症例を積み重ね、総合画像診断学として確立させるべく

研究に取り組んでいるnま た、最近注目されているイン

ターベンショナルラジオロジーは血管造影法から発達 し

た治療法であるが、当科でも血管狭窄の改善、出血時の

1ヒ血、悪性腫瘍の抗癌剤動注等に施行 され、良好な治療

成績が得られており、今後の研究が大いに期待できる。

放射線腫瘍学分野では、菊池助教授 を中心に悪性腫瘍

の放射線治療に取 り組み、多分割照射法の検討、子宮頸

癌高線量率腔内照射法の研究において国内でも有数の治

療成績をあげている。また、膀胱、直腸被曝線量の軽減

r-一

を目的とした新型アプリケータの開発、関連各科と共同

で手術 ・化学療法を併用 した集学的泊療にも積極的に取

り組み、良好な成績を得ている。

核医学分野では、呼吸器 ・循環器診断を高塩助手、甲

状腺 ・骨 ・腫瘍陽性 シンチグラム等については、早坂講

師、斉藤助手が分担 して診療を行っている。この分野で

も新型機器の導人により、病変部位の確定や機能判定精

度が格段に増 した。心臓核医学では、第一内科との共同

により負荷心筋シンチグラム、血流動態シンチグラム、

肺換気血流分布イメージング等の研究が行われ、脳神経

シンチグラム分野ではMRI画 像 との重ね合わせ等の新

しい試みもなされ、今後の成果が期待できる。

基礎研究領域では、天羽教授、荒川研究生が寄生虫学

講座と共同で 「肝エキノコックス症の画像診断」をテー

マに動物実験によりCT、US,MRI等 と病理組織の対

照研究に取り組み、研究結果も出そろいつつある。また、

早坂講師、河井研究生、斉藤助手は 「松果体の電子顕微

鏡的観察」を主テーマに解剖学第二講座において松嶋教

授の指導のもと研究を重ね、論文として発表 している。

以 ヒのように研究分野は多岐にわたるが、如何せん所

属員がまだまだ不足で、手をっけられない新 しい研究テ

ーマも山積している。多くの若い研究者を迎え、更に教

室を発展させたいというのが切 なる願いでもある。

(放射線医学講座 講帥)

研.a.叢 、紹1介 、

■ 心理学 ■ 井手 正吾

心理学は、本学の設置と同時に人文系実験学科目とし

て開設され、当時道立精神衛生センターから着任した岩

渕次郎現教授が、研究室の基盤固めに当たり、その後、

当研究室に参 じた先輩 スタッフ達の活躍にも支えられな

がら今日の態勢を見るに至った。現在の研究室は、岩渕

教授と、助手(井 手正吾)・ 教務職員(稲 田尚史)の3

名 からなるささやかな世帯を講義実習棟の4階 の片隅に

かまえている。

研究室の講義 ・実習担当科目には 「心理学」(1学 年)

「実験心理学」(2学 年)「 心理検査特講」(大 学院医

学研究科)が ある。このうち 「実験心理学」は、他の国

立医大 ・医学部にはみられない本学独自の実習科目であ

るが、ここでの特に臨床心理学的学習が、将来の本格的

な医学の習得に当たって貴重なる体験となるようスタッ

フー同その充実に努めているところである。

研究活動としては、臨床心理学 ・生理心理学を基調と

している。岩渕は児童相談所、精神衛生センターにおけ

る臨床経験を背景 に、青年期 にある学生の社会適応、精

神衛生全般にわたる諸問題などについての関心が強く、

特に治療的人間関係の成立過程や対人認知過程、さらに

各種心理検査の臨床的適用に関 しての研究等が続けられ

一 一
てきた。北大ならびに札幌医大にて生理心理学の基礎を

修練 してきた稲田は、聴覚情報処理システムに関する研

究を専門とするが、聴覚誘発電位やポリグラフ等の最新

エレクトロニクス機鴛を駆使 して着実に成果をあげてい

る。また、最近は臨床心理学分野にも意欲的に取 り組み

つっある。また井手は、ロールシャッハ ・テストの大家

である片口安史・空井健三両氏に学んだ研修経験や精神

科病院勤務の臨床経験をもとに、心理診断 ・心理治療の

実践を地道に行なっている。 さらに、精神力動論 ・対象

関係論を基盤とし、分裂病をはじめとする精神病理、ま

たその治療過程に関する研究を進めている。

これらの活動と合わせて、学内では精神神経科 ・保健

管理センターほか関連講座 ・機関との連携 ・協力も一層

定着しつつある。また地域社会においては、従前から地

元の 「精神衛生協会」や 「いのちの電話」などの民間活

動団体の育成や技術援助が続けられている。

なお、そのほかスタッフの個人的趣昧に基づ く余技的

研究は、ゲーム理論(囲 碁必勝の心理的ストラテジー)

・薬物心理学(飲 酒と人格変容に関する体験的研究)・

交通心理学(走 行時におけるドライバーの超自我崩壊過

程)・ 魚類心理学(釣 果拡大のための魚性心理研究)な

どにも及んでおり、学内の同好の諸氏との共同研究を望

んでいる。

(心理学 助手)
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楽 の タ ベ
第8回 旭 川 医 大 音楽 の タベ が 、9月5日U:)永 山 づ テ ィ

ホ ー ルで開 催 され ま した,、こ れ は本学 の 音楽 系→1・ ケル

の 室内 合奏 団 ・ブ ラ スア ンサ ンブ ル ・ギ ター 部 ・合 唱 部

それ に今 年 か ら太鼓 愛 好 会 が加 わ り5団 体 の 合同 コ ンサ

ー トの形 で開 催 され た もの で 、 会場 に は本 学 の学 生 の ほ

か ・般 市民 も 人場 し、 、k見の席 も埋 ま る程好 評 を博 し終

rし ま した 。

(学 生 課)

「 斎 一』訂 体 慰 霊 式
'1一̀成4年 度 解剖 体 慰 霊式 が 、9月16U(水)午 後lII寺30分

か ら本学 体 育館 に お いて執 り行 われ ま した 、,

式 に参 加 した御 遺 族 ・御 米 賓 ・本 学教職 員 ・学 生 は、

本学 の 教育 及 び学 術 研 究 の た め に 酢 い御遺 体 を提 供 され、

医 学 発 展 の礎 石 と な られ た101名 〔病理 解 剖25名 、 法医

解 剖Sl名 、 系統解 剖25名)の ノ∫々 の 御遺 徳 を偲 び 御冥 福

を皐斤念 しま した,,(庶 務 課)
調

体 育 大
ム
四

今年 も9月9L1(水}、 学 年 対 抗 の体 育 大 会 が開催 され ま

した,,爽 や か な秋空 の ト、 全員参 加 び)綱引 き をは じめ 各

種 口に熱 戦 が繰 り広 げ られ ケ ガも な く無 事終 了しま した。

各種 口の学 年別 の成 績 は次 の と お りで す、、

(学 生 課)

学年
1

サッか ハスケ ソフ ト 綱引き リ レー 駅伝 合訓点, 順位

1年

2年

3年

1年

　 一 一

5年

2

'L

lO

7

--

5

5

z

一

2

io

2

7

7

3

lU 28 1

5 29 s

--

5z

7

10

u

5

7

z

5

10

n

一

n 14

5

w

a

7

32

19

z

目 胃

7
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譲
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1・愚 鶴膨輌 乙 穆岬ゼ

灘幽 ド 轟㍗ 隔…}

講 謡 〆 鑑

毒
隻
蟻

,

新入生研修(2回 目)

新 人生 研 修(第2回 目)が10月26日(月)・27[(火)・29f1

(木〉:30[(金)にrわ 才『1ました 。

第1学 年全 員 を8グ ル ・ ブ に分 け、1グ ル ー プ に教 官

2名(一 般 教 育1名 、基礎 ・臨 床1名)が 指 導 にあた り、

① 前 期終f後 にお け る修 学rの 諸 問 題 、② 学 牛 牛 活Lの

諸 問 題 など を中心 に研修 が 行 われ ま した、、

(';∫:'1三1言果)
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公 開 座
本年度 の 公 開講 座 は 、10月5日 か ら29日 の期 間 に10回

に わた り、 一一-一 北 海 ホ テ ル を会場 に して 行 わ れま した,,

今回 は、 「脳 と か らだ と心 」 をテ ー マ に、生 理 学 第=

講座 森 教授 が実 施 責任 者 と な り、脳 死 や臓 器移 植 等 今

H的 話 題 が取 り トげ られ 、生 涯 学 習時 代 の 市民 の ニー ズ

に応 えた もの で 、定 員250名 を超 える302名 が受 講 しま

した、,

(学 生 課)

教 官 の 異 動
※昇 任

4.10.16付 耳鼻咽喉科学講座 助教授 川 堀 眞 一

※転 入

4.ll一 付 法 医 学 講 座 教 授 塩 野 寛

表 紙 写 真 の 説 明
質量分析計(SX-102)

ガスクロや高速液クロで分離 された、生体内物質や血

中 ・尿中薬物などの定性及び定量を行う装置で、現在、

先天性代謝異常などの測定に利用されている,,

襯燃 襯楽襯嶽慰楽燃 楽燃 襯襯襯楽燃 燃 襯燃 慰楽襯襯襯燃 襯襯醤礫襯

葱 糾
鈴木 裕

ボ ス トン での 思 い 出

医 人赴 任 前1981年 か ら約5年 問 、米 国 ボ ス トンの あ る

研 究所 で過 ご しま した 。当 初筋 ジ ス トロ フ ィー協 会(M

DA)の 研 究 員 と してJohnC.Seidel博 上の もとで研

究 し、の ち米国 心 臓 協 会(AHA)か ら グ ラ ン ト(研 究

費)を 支 給 され実験 助 手 と 共 に'ド滑筋 の収縮 性 蛋 白 の 研

究 を しま した 、,Seidel博 士 は 当 時45オ で 、 筋収 縮 性 蛋

n研 究 の 分野 で い くっ もの重 要 な基本 的 知 見 を発 見 され

た生 化 学 者で あ りMDAか らもか な りの グ ラ ン トを支 給

されて い ま した が 、 一方 、彼 自身 が筋 ジ ス トロ フ ィー の

患 者で あ り ま した、,高校 卒業 前の 発症 、大学 院 修 了時 に

は松 葉 杖 に 頼 りなが ら も自分 自身 で実 験 を して いた が次

第 に 手足 が麻 揮 して い った こ と、松 葉 杖 が や がて(手 動

σ))車 椅子 と な り、 さ らに 、電 動 の車 椅子 と な った こ と

等伺 い ま した、,毎年9月 に はMUAの いわ ゆ る24時 間 マ

ラソ ン募 金 が行 なわ れ ま す が 、この 催 しに は彼 は必 ず ゲ

ス トス ピー カ ー と して招 か れ 寄附 を募 って お りま したU

MDAに と って 彼 は シ ンボ リ ック な存 在 だ った よ うで す 、,

この よ うな状 況 下 に あ って 、彼 は優 れ た研 究 成 果 を 上 げ

て いた の で した 。生 きて い くこ と 自体 想像 を絶 す る程 困

難 な状態 に あ って 、 そ れ を 克服 し しか も優 秀 な研 究 を 可

能 にす る彼 の エ ネル ギ ー、信 念 、常 に微 笑 み を絶 や さな

い 人 と して の 大 き さ、 また 彼 の 活動 を可能 に して い る米

国 のkき さ等 、私 の理 解 を超 えた もの で した 。

とこ ろで この研 究 所 には 、所 畏 の 出 身国 の せ い もあ り

多 くの ハ ン ガ リー人 研 究 者 が働 いて お りま した、,彼等 の

殆 どは非 常 に頑 固 で個 性 的 で 、 自分 の意 見が正 しい こ と

を きわめ て強 力 に押 し付 けて くる と いっ た性 格 の持 ち主

で あ り ま した。 大声 で議 論 しあ う(ほ とん ど喧嘩 に近 い)

こ と も頻 繁で した,,研 究 所 には 、他 に米国 は も ちろh、

日本 、チ リ、ポ ー ラ ン ド、 英国 、チ.「コ ス ロバ キ ア、台

湾 、 中国 、 韓 国 、 イ ン ド、 ドイ ッ 、 イタ リア等 の研 究 者

が働 い て お りま した が 、 それ ぞ れ が 用 い る議 論 戦 術 に

つ いて は国 あ るい は民 族 によ る待 色 が か な りあ る よ うで

す 。政 治 的 あ る い は民族 間 の問 題 を抱 え る環境 下 で 育 っ
しr_r_

た 人達 の 強 か さや巧 み さに は驚 く ばか りで 、ま た 異民族

に囲 まれた 状 況 ドで 国 や民 族 の血 を守 って きた歴 史的 蓄

積 を感 じない わ け に はい きまゼ ん で した 。 ノー ベル 賞受

賞 率 は国 別 で は英 国 が トップだ が民 族 別 に する とハ ンガ

リー・民 族 が断 然 ト ップで あ ると い う事実 も理 解 で きる気

が しま した 。1976年 にslow-actingvirus(遅 発 性 ウイ

ル ス)に っ い ての 発 見で ノーベ ル 賞 を受 賞 したDr.1) 。

C.Gajdusekに っ いての話 で すが 、 この ウ イル スに感 染

させた は ず の猿 が何 年た って も一 向 に発 病 しない の でっ

い に彼 のグ ラン トは切 られて しまい ました。 しか し、彼 は 自

分 の 考え を捨 て る こ と な く私 費 によ って猿 を さら に数 年

間 飼 い続 け 、つ い に 自分 の 考 え が正 しい こ と を証明 して

受 賞 にい た った そ うです 。研 究 者 と して の資 質 、生 き方

に と って何 が 大切 か を改 め て 考 え させ られた 時代 で した。

ポ ス トンで の生 活 が3年 目 に入 った頃 だ 一,たと思 い ま

す。研 究 所職 員 の米 国 人男 性 が膵 臓 癌の た め に何 ケ 月か

の 入院 加 療 後 、職 場 に 一時 復 帰 して きま した 。具 合 を尋

ね た際 、延 命 のた めの種 々の 療 法 が ない わ けで は ない が

それ らを断 わ って 退 院 して きた こ と、人 よ りは短 か くな

るだ ろ うが(彼 は 当時 、55才 位 だ った と思 い ま す)と て

も良 い人 生 だ った 、 と静 か に語 った彼 の 言 葉 が深 く心 に

残 って い ます,,健 康 で あ る こ との 大 切 さ有 難 さは、 白 ら

が 大病 に なっ て初 め て わ か る もので す。 「生 老病 死 の旅

路(人 生)」 は いっ まで 続 くか わ か ら ない が 、 自分 自身

の ため に、 そ して満 足 して 歩 んで い け るこ と は素暗 ら し

い こ とで あ る。(生 化 学 第二 講∬坐 言緯白而)
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